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2 2 肥秋肥価格スタート
秋肥は値下がりするも、11月以降の春肥価格に注目

　全農は 31日、22肥料年度 6～ 10月の化学肥料の販売価格を発表した。高度化成オール 15で約10％

程度の値下げとなる。原料のリン酸やカリなどの価格低迷を反映した値下げは、09肥料年度に続き２

年連続である。最も下げ幅が大きかったのは、カリ肥料が約30%、リン酸肥料も 13～14％値下げした。

一方、窒素成分を含む硫安、尿

素価格は約 6 ～ 8 ％値上げし

た。17肥を 100とすると、20肥

のピークでは 184 まで上昇し、

２期連続の値下げにより今秋

は 126迄下がることになる。価

格構成では原料代が全体の約

63％(ピーク 74％)となってお

り、肥料原料の世界市況を反

映した結果となった（右図）。

　世界の穀物市況も落ち着き

を見せている。５月に発表さ

れた米農務省の「需給報告」で

は、総供給から総需要を差し引いた期末在庫は対前年比＋ 3.3％となり、期末在庫を総需要で割った

コーンの在庫率 18.6％と適正水準（15 ～ 20％）で推移している。

　世界の商品市況の目安となる原油市況

（右図）を見てみると、08年の価格乱高下

から09年からは緩やかな上昇となってお

り今日まで続いている。この４月、米国

ではＢＰの深海油田事故による史上最悪

の原油流出が発生。また、本土でも天然

ガスプラント事故が発生しており、今後

新規原油・天然ガス生産に対する規制が

強化され、更に環境団体からの圧力も増

す可能性もあり、一本調子で米国の天然

ガス増産が今後も続くかどうかが注目さ

れる。専門家の予測によると、今年はギリシャ発の欧州金融危機などから世界の経済は調整期に入り、

今後原油の生産量が減少する見込みであるが、来年以降は一転して価格上昇気運が高まると見ている。

　当紙本年２月発行 333号“2010年海外肥料原料事情”で報じた通り、化学肥料の需要は回復傾向に

あり、尿素など国際価格は上昇に転じている。中国政府の肥料の輸出方針（輸出関税）次第で市況は

大きく変わることも予想されるが、インドの需要増加、7月以降のブラジルを中心とした南米の需要

が本格化するなか、肥料原料市況の急高騰はないと思われるが確実に右上がりに推移していくと予想

される。日本では 20 肥の価格急騰、21 肥の急反落により異常な肥料出荷となり、現場の混乱に加え

メーカー、流通は業績に少なからず影響を受けた。全農の春肥価格が既に注目されているが、肥料流

通の正常化は日本農業の健全な発展のプラットフォームであり、世界の流れを確り捉えながら安定的

に推移する価格体系を期待したい。
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そろそろ入梅し気温・湿度が高くなると、不快指数も高くなってきますね。気温 25度位から、夏バテ

になり始めるそうです。これに大きく関係するのが湿度。汗をかく→皮膚がベタつく不快感→自律神

経に影響→内臓器官の働きが低下→食欲減退→体力低下→夏バテ。汗ふきシート等を活用して、お肌

をサッパリとするのも、夏バテ防止に有効かも。編集局長：小田原次洋 　アシスタント：助川尚子

 電話：03-5802-2011/E-mail： macjournal@mcagri.co.jp　URL http://www.mcagri.jp
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第2回イオンアグリ創造キャベツ収穫祭
　5月 29日イオンアグリ創造株式会社牛

久農場で第2回収穫祭が盛大に行われた。

この春の気候は低温多雨で推移し春野菜

の生育には難しい気象条件だった。牛久

農場の農産物も例外ではなかったが、農

場長をはじめとした皆さんの努力で出荷

を迎えることが出来た。当日はこの季節としては気温が低

く、またあいにくの曇天であったが沢山の方が参加され会場

はにぎやかな空気に包まれた。思い思いのキャベツを収穫の

後、早速そのキャベツを使った豚汁が振舞われた。肌寒い中

での作業だったので参加者の皆様には大好評、笑顔が溢れ

た。（事業開発室　寺田）

襷をつないで１０周年
　駅伝同好会ＭＡＣ’Ｓ（マックス）です。実は今年で結成 10周年を迎えま

した。日頃の運動不足の解消や、ストレス発散、或いは走った後のビールが楽

しみ等、理由は様々でしたが、走ることが好きなメンバーが集まって駅伝大会

に参加したのがそもそもの始まりでした。チーム名を決め、ユニフォームを揃え活動は順調に滑りだ

しましたが、一時はメンバーが集まらず存続の危機も経験しました。しかしながら振り返りますと、

なんと 37 名もの方が参加し襷をつないで頂いたおかげで今日に至っております。

　さて今年も５月の某日曜日、荒川の河川敷を

走る大会に、結成当時を懐かしんで 12 ㎞を４

区間で競う種目に３チームが出場しました。砂

埃舞う晴天の中、716チームが参加。距離が短

いこともありオーバーペースになりながらも、

必死に襷をつなぎ無事に完走しました。結果

は、57 分 35 秒でクラス順位 167 位（488 チー

ム中）と、58分 37秒と 61分５秒でクラス順位

93 位と 125 位（183チーム中）でした。巷では

空前のマラソン・ランニングブームです。過ぎ

去った 10年を思い返し、これからの 10年を思

い描きながらのビールと焼肉は、結成以来変わ

らぬ定番の打上げとなりました。（ＭＡＣ’Ｓ

主将　東京支店　高橋）
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